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市 場 均 衡 の 安 定 性

—— 序 論 的 考 察 ——

福 岡 正 夫

1 均衡分析に対して安定理論がもっている重要性については，今日多くを語る必要はないであ 

ろう。力、つてワルラスは需給の一般均衡の解法として「理論的」ないしは「数学的」な解法と「市 

場による」解法の二つがあることを述べ，前者によれば方程式と未知数の数の一致が，また後者に 

よれぱ謂うところの「摸索」のプロセスが，問題を解くと説いた。これらのうち式と変数の数の勘 

定は，その後永いあいだ均衡モデルの可解性を根拠づける経済理論家の常墓ミ手段となったが，これ 

が均衡の成立ぱかりでなく，その存在さえ支えるに足りないことは，今日ではよく知られていると 

おりである。また後者すなわち「模索J の手続きにおいても，需給の過不足に応じて価格を上げ下 

げするという調整ルール自体はいまだ均衡の必然的成立を含意するものではなく，そうした調整ル 

一ルを満たしつつ価格が均衡に向わない事例を出すことは容易である。要するにいずれの解法の 

場合も，均衡への収束が保証されるのでなければ，均衡分析は本来の目的を完うしえないのである。

安定理論の第一義的重耍性は，価格をはじめとするさまざまな経清変数の，均衡値への収束条件 

を示すことによって，それらが実際に決定されるメカニズムを明らかにするところに求められる。 

現実の経済では，価格や産出量はつねにある有限の水準に決定され，これらの値が限りなく発散す 

ることはありえない。またそれらに対しては日々さまざまな携乱因が働きかけるにもかかわらず， 

観參される経済諸量は概して '"shock-proof"であって, 並外れた逸脱を示すこともない。それらの 

事情から，少なくとも現実のこの側面を述べようとする経済理論は，経験上有意味な何らかの経済 

的仮説から調整過程の安定性を導き出すのでなくてはならないのである。事卖上諸量が決定されて 

いるからといって，理論モデルもまた先験的に安定であると断走するのは，同じく 1：1常の観察から 

モデルの解が無条件に存在すると断定するのと同樣，方法論上の誤譲である。価格の形成が事実で 

あるがゆえに，それを説明すベき理論モデルもはI己の枠組内で均衡細格の蒋在や安定を説明しえな 

くてはならないのであって，事まがそれらの推論を不要にするのではない。さらにいい換えれば，

この場合に耍諧される理論上の作業は，なるべく " a p p e a lin g "な経済的宠分条件から存在や安定を 

演縛する作業なのであって，存在や安矩をァプリオリに仮定してその含意を追及する作業ではない
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市場均衡の安定性 I

，の で あ (る)。
さらに加えて，需給の不均衡下でも取引がなされると想定される場合（いわゆるr非模索J の

場合）には，価格の調整経路そのものが財保有量の再分配から] ^響を蒙るから，存在問題自体を調 

整プロセスと関速せしめてとり扱わざるをえなくなる。 したがってその場合には，安定分析の重要 

性もそれだけ増加すると考えるべきであろう。

2 上記のところからも明らかなように，これまで経済学者が関心をもってきた安走性の概念は, 
h くに均衡への収束に重点をおいた漸近安定の概念である。ところが元来経済学がこの種の概念を 

借りてきた力学や数学の分野では，漸近安定の概念が唯一無二の安定概念やあるわけではなく，た 

.とえぱカ字者や数学者がたんに安定という場合には，いわゆるリャプーノフの意味での安定，つま 

り体系の運動がかならずしも均海への収来を意味することなく，たんにその近傍にありつづける事 

態をさしていうことが多い。 したがって安定理論について記述の精確を期そうとすれぱ，まずあり 

うべき各種の安定概念を整頓して，それらのうち経済理論に用いられているものがいずれに位置す 

るかを明らかにしておくのが望ましいであろう。以下本節で述べるところは，その種の目的のため
( 3 )

め予備的考察である。 •
いま時間 t を独立変数，実 数 ah, ，-•…，

( I )  X 2 ,   ,  a O  ら‘ニ  1 , 2 , .............. ,

'を考え， こ こ セ 関 数 Xt, ........, a U びニ1,

を未知関数とする自渾的な微分方程式体系 ■ 
n)
2 , … … ，《) は れ次元空間のある開部分 I I 合 上 で

注（1 ) したがって，ヒ ッ ク ス が and Capital, P. 6 2 において，[所与の均衡保系が安定でるためには，どのような 

条件が必要でるかJ という見地から議論を展開しているのは，ここでの所論とは祝角を與にしている。この点につい 

ては R  Newman, "Approaches to Stability Analysis’’，Economica, February 1961, p p .13〜14 照。また T. 
Negishi, "The Stability of a Competitive Economy： A Survey Article’’* Ecommetrica, October 1962, p. 640 をも 

参照。本稿および三つの続稿でとり扱う主題については，全般的にこの展望論まを参照することが有益で^^る。

( 2 ) 但し不均衡下で取引を行うのがr非摸索」なのか，それともそれが真のr摸紫」なのかについては，ワルラス研究の 

権威ジャッフェの注釈があ>る。Gf. W. Jaffe, "Walras’ Theory of TdtmneineiU: A  Critique of Recent Interpreta- 
tions", The J m m a l of Political Ecommy, February 1967, p p .1〜1 9 . ここではー^ £;,现世代の理論家の慣のま現 

にしたがっておく。

( 3 ) 標準的な安定理論の数学文献としては，ん ん Liapunov, ProbUme g&n&nU de la stabiliU du mouvemmt. Annals 
of Mathematical Study N o .17, Princoton University 1 9 4 9〔これは1892 ^̂ ]!にロ シァ語で発表され1907ィ}も̂1仏訳さ 

れて Annales d4 la faoult^ des m m ces de VUniveraiU de Totilottse, 2® eerie, Tome I X , 1907 に栽せられた論文の覆 

刻で多) る）をはじめ，W olfgang Hahn, Theory a7td Application of Liapunov’s Direct Method, 1963 {"Theorie ii7id 
Anwend%ng der direkten Methoden von Liapunov, 1959 の炎:訳〕，ditto, Stability of Motion 1967. J. La Salle and 
S, LefscheU, Stability by Liapunov’s Direct Meiiud with Applicationも 1961, LG. Malkin, ‘’On the Stability of 
Motion in the Sense of LiapunCv", In Stability and D ym m ie Systems, American Matlieniatical Society. Trans
lations Series 1 , V o l .5 ,1962 , R. E. Kalman and J- R  Bertram, "Control System Analysis and Design Via the 
' Second Method * of Liapunov I； Contlnuous-Timo Systems**, Journal of Basic Engineering, June 1960. N. N.

. Krasovskii, SUibility of Motimx\ Applications of IAaptinov^$ Second Method to Dijferential Si/stems and Eqiuition^ 
m th  Delay, 1963, T. Yoshizav/a, St<ibUity Theory by I/uipumv*s Second Method, 1966 などを髮照した。

—— 2  ( 5 5 ) ——



市場均衡の安定性I
:連続であると想定しよう。するとよく知られた存在走理（コーシーニペアノの定理）によって， z/ 
上 の す べ て の 点 が ニ ，；c„o).ならびにすべての t oに対して，ある区間 I《一《o |< e  (<j>0) 
で定義された(1}の 解 X;ニ が0 が存在し，めひ。，a?。)ニ で あ る 。そして [«。，r) におけるそれら 

め局所解がすべてzfのあるコンパクト部分集合に含まれるようであれば， それらの解はつねに[fo, 
H -0 0 )にわたって延長することが可能である。 しかも//上でいわゆるリプシッツ条件が満たされて 

おり， j のどの2 点についても，定 数 /0 0 が存在して

(2) i / % , . ……，a O - / ，か / , ……，0；/ )  1 ^ / (  2 ] la；厂 ;d /i
-となるとすれば，これらの解は一意的となり，かつ初期点に関して速続となる。

これらのことを考慮にいれた上で，安定概念の考察にとりかかろう。まずJ のなかに-^意的な均

'衡 点 a；2*, ........, X n * )がある場合を考えれば，古典的なリャプーノフの安定概念はつぎの

ように定義されよう。すなわちいま何らかの擅乱が均衡点0；* からの僅かな乖離を生ぜしめた場合, 

それが惹き起す運動が以後いつまでもb ある近傍にとどまりつづける，というのがそれである。 

换言すれぱ，a;*の S 近傍， (が0 =  {a;| !lo;-a;*ll^e}を適当に選んで，それが//に含まれるようにし 

た場合，その£ をどんなに小さく選ぽうが，かならずそれに対してる( ^ £ )が存在して，IIがーな*II 

< 5 なら .
(3), x ^ )~ x * \ \< e  for all t > U

.となるようならば，だ* はリャプーノフの意味で安定(stable in the sense of Liapunov)である'という 

.のである。

つぎに当該の運動が, たんに上記の意味で安定でちるばかりでなく，また時間の経過につれて結 

，局均衡点に近づいていくようならぱ，つまり(ィ) リャプーノブの安定に加えて，さらに(ロ)充分小さな 

.正数りカポ在して， IIが一が11<りなら  -
( 4 ) - lim  \ \(p{t,が)一:c * ||ニ0

，となるようならぱ，が* は小範囲において漸近安定’(asymptotically stable in the sm all)である。また， 

‘(ハ)初期値な。に関する条件が外されて， であるかぎり，どんながに対しても (4)が成立つよ 

うならぱ，X * は大範囲において舰近安定（asymptotically stable in the la r g e )である。

第 1 図と第2 図はそれぞれこれらの安定概念を，分り易く 2 次元の位相図で示したもので;^  I )。

注（4 ) ことでは時問を迪続的に扱う微分方程式系を中心として考察する。定盖カ程式系におる安定理論の考察について 

は，R, B. Kalman and J. E. Bertram, "Control System Analysis and Design Via the ‘ Second Method ’ of Lyapunov 
I I： biscrete-Time Systemsり，Jm rnal of Basic E m iw erin g , June 1960 を參照せよ。

( 5 ) この条件はまた，IIが一がi i< りのとき，充分小さな/C > oに対して：r u が):> 0 :が選べて，

( 4 ) '  IIめ , 'が)— for all t > T  '
，となるようならぱ，といい換えてもよい。 •

( 6 ) これらの 示については La Salle and Lofschetz, op. eit., p, 3 1 および Kalman and Bertram, op, cit., p. 376 を 

参照した。 .
'  ~ '—  3  (  8 9 ) -----------------------------



市場均衡の安定性I
ここで因のなかのSU), Sid), S i y j )は それぞれを中心とし半後が e, d, 3 ? の円をもらわしてお 

り，曲 線 a, b、 c はそれぞれ初期点a；。から始まる運動経路（いわゆる解の軌道trajectory) をあらわ 

している。第 1 図が示しているように， 内に任意にS ( e )を選んだとき，それに対してぶ(のが定

第 1 図 ギ 2 図

，まって，そのなかから出発する運動がすべて曲線のように以後<§(め内にとどまりつづけるとい

うのが， リャプーノフ安定の意味する事態である。これに対して第2 図が示しているように，充分

小さく S ( V )を選んだとき， そのなかから出発する運動が6 曲線のようにが^の近傍にとどまりつ

つ， やがて 05*に収鹿するというのが，小範囲の漸近安定の事例であり，さらにj 内のどこから出
(7 )

発 し て も III]線のように n :* に収束するというの力;，大範回の漸近安定の事例である。

ところで経済学者が安定性概念を走義する場合，従来は収來性の条件(ロ)または(ハ)りみにもとづく 
(8 )

ことが多かったようである。 しかし漸近安定の概念は，（イ)の条件をも併せ含むものであることに注

意すべきである。この点についてかつて安弁驟磨教授が，経済学で問題になる安定概念はもっぱら

(ロ）（そしておそらく H ) のそれであり，（ロ)は(イ) と論理的に無関係であるから，経済学者にとって(イ)は
(9 )

直接には関心の対象にはならない，という趣旨のことを述べられたことがちる。一般に(イ)が(ロ)にと

注（7 ) 漸近安ラifの条件を注( 5 ) のような形で述べる場合は，馆 3 
[g|のような図示法がお益であるかもしれない。これにつI 、て 

は Kalman and Bertram, op. ciL, p. 3 1 にダう。

なお第2 因，な53 IIIとも，1X1形が過度にこみ入ることを避 

けるため，リャプーノフ安-定の侧の条仲（つまり(イ)の条件）

はtt?-きこまなかった，

( 8 ) たとえぱ P. ん Samudson, F<% x(kdions oj Economic 
Analysis, 1947, pp. 261-262  (そとでサムエルソン 

が 「ばf 1 糊の小路!iJjの安定j と呼ん'p / 、るものが(ロ)にあたり， 

r% 1 额の完全安せJ とIホんでレ、るものが(/、)に た る 。）この 

/ •(はより最近のK 望論文T< Negishi, o?j. c i t .においても同 

じである。 同論文P. 6 4 1 およびPP, 6 4 8 - 6 4 9 参照。終麻ち>1.の署作で(イ》が(リ)とOf記されているのを览たのは，私は

, Amnv-Hahn の近著 yittofがSれ 1 9 7 1の p. 279 がはじめてでる。

( 9 ) め-:)I:场 膀 <■安⑥の一般りII論J .  »ず 侧 !論御/?学J 1 9 5 0 ィI U ル ' } •, p . 1 6  e r a 逸，p .  7 6 〉参照，

4 ( 9 0 ) ——
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市場均衡の安定性I
っで必要で、も充分でもないことは，たしかに教授が指摘されるとおりであるさりとて経済学者 

力';意中に抱いてきた安定概念がまったく (イ)とは切り離された(ロ)のみであるかどうかには，疑問が残 

る。というのは，おそらく経清学者たちもまた，ある運動経路が，結局は収束するにせよ, 途<t■で 
均衡点のきわめて遠くを大回りするような事例を安定の事例とはみなさないであろうからである。 

換言すれぱ，均衡の近傍から出発するかぎりにおいて，運励の経過もまたぞの近傍に局吸されると 

いうのが安定性の本質なのであって，それにもかかわらず経済学者が(イ)を無視してきたのは，彼ら 

力';(イ)に開心をもたなかったためというより，むしろ(ロ)が当然(イ)を含むような線型の体系に当初の與 

味を向けてきたためではあるまいか。

つぎに均衡点が一意的でなく多数存在する場合でも，それらがそれぞれ孤立点であるとすれば， 

上記のリャプーノフの安定や小範1：̂の漸近安定の概念!はそのまま各個の均衡点に対して適用されう 

るでちろう。 しかしとの場合に，大範囲の漸近安定の条件がもはや成立ちえないことは明らかであ 

る。なぜなら，ある均衡点が* に対して他の均衡点がけが初期点となる場合には， 前者に向う運 

.動は発生しえないからである。

ところで均衡はつ ね に 孤立点ぱかりから成るとはかぎらず，場合によっては半直線の全体になっ 

たり，より一般的に閉凸集合の全域にわたったりすることもある。そこでそのような場合には，安 

定概念もまた事態め性質に応じてさらに広義のものに拡張されねばならないであろう。さいきんの 

ァ ロ ー ニ ，ハ ー ヴ ィ ツチらの 業績に見られる大域的安 走 (global stability) や凝 安 定 （qimsi-stability〉の 

概念は，そうした一そう包括的な事例を考慮にいれて発想されたものである。

均衡が集合X * 6 J となる場合の安定性の定義についても, X * の全体をあたかも拡大された均 

衡点であるかのごとくにみなして， それからの距離を- in f I \(p{t, 一 a：*| I び* が閉染合であ'れぱ 

mi^jlパi , が；) - x * n と書いてもよい）と考えれば，前の定義に準じて安定や漸近安:定を定義することが 

できるでもろう。すなわちX * の e 近 俠 ニ {a:| in f  IIダーa:*I I を適当に選んで，それがd  
に含まれるようにした場合に，それに対してd ' s が存在して，in f Iレ。一 なら

(5) inf \\(pU, of)~x*\\<^e  for a ll t 〉 to
.となるようならば， X * は凝安定 (quasi-stable)であり， さらに加えてどんなo；。f  ii/ に対しても

( 6 ) lim in f \\(p{t, a;。) 一 ニ 0 -
となるようならぱ，X * は减近擬安定（asymptotically quasi-stable)である。

漸近凝安定の概念で注意すべきは，（6》の意味するところが，かならずしも体系の運動の，ある均 

衡，な へ の 収 束 を 意 咏 し な い と い う こ ，とである。 つまり(6)が満たされて解の軌道とX ネ と 

の距離がゼロに収束するとしても，なお解軌道そのもやはX * のまわりを永久に振動しつづける事 

:態がありうるのである。

法( 1 0 )力、ならずしも(ロ)が(イ)を意昧しないJjf例については，Kalman and Bertram, op. tit., pp. 375〜376参照。

—  5 (9 1 ) ----



市場均衡の货足性I
この点は，また上記のところと交替的なもう一つのこの概念の定義からをても明らかである。そ 

れによれば，条件(6》の代りに，体系の連動の極限点がすべて均衡点になっているようならぱ， X *  
は漸近凝安定である。換言すれば 

( 7 ) 《のある部分列（U , な- に応、じ て ；1'。)ニが。が存在するとき，ががかならずX*- 
に含まれる。 ‘

とすれば， X * は当該の安定性を満たすのである。事実，解軌道が有界であってんのなかのある閉’
部分集合内にとどまり，またズ* が閉集であるとすれぱ，この条件が(6》と等値であることがつぎ 

( 11)
のように証明される。

いま条件(6》が満たされているとしよう。 T^OiO=inf I k — ダ* I I とおけぱ， の連続性からパ i,. 
が）のどの極服点 cc。についても

Vix-) = V[l\m<pU., x°)] =  lim in f a;°)-a:*||
. =l i m in f \ \<p{t,が)一が* || =  0 

となり， したがって

となる/
他方け)が満たされているとし， [がら a ;° ) ]の 任 意 の 極 限 値 に つ い て U->oo (つまり0>~>00)， 

で lim V [ルぃが )]=  1/。となるような系列{し} を考えよう。がし，が）は有界であるから， ある部. 
分 列 {む* }を 選 べ ば か な ら ず 極 限 点 a;。）が存在し， そ れ を と す れ ば ， m によって 

e X * であるはかない。ゆえにふたたびF (a O の速統性から 

V'"—\\mV\(p{ty, 05°)]=lim a:°)]=F(a;**) =  0
となり，（6)の成立することが明らかとなる。

いわゆる大域的安定性（global s ta b ili ty )は漸近凝安定性の特殊な事例でり，解軌道と均衡点の‘ 
集合 X * との跟離がゼロに収束するとともに, 解軌道自休が何らかの均衡点 6 X * に収束する場: 
合である。すなわちダ。e z / のどんながに対しても，それに応じてあるダ* e X * があって，{6)の， 

代りに

( 8 ) lim  \ \(p{t, a;®)—a;*|| —0 .
となるときに，X * は大域的に安定であると呼ぱれるのである。 したがって均衡点の集合が有限集 

合であるか，あるいはより一般的に可付番集合ヤある場合には，漸近凝安走性は大域的安楚性に合 

致することになろう。また均衡点が-*意的であるならぱ，この両者が合政するぱかりでなく，それ

ま( 1 1 ) H‘ Uzawa, "The Stability of Dynamic Process", Econometrica, October 1961, p. 619-
( 1 2 ) かつてマッケンジぺt(6)のはうが(力より強い条件であると述べたが，これが誤譲でることは上記の議論が示すとお'‘ 

りであ►る。Cf, L, M, McKenzie, "Stability of Equilibrium and the Value of Positive Excess Demand”，Econometricdn 
July 1960, p, 606, n, 3.

—— 6  ( 9 2 )
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市場均衡の安定性r 
らは先述の大範囲の安定性にも致することになるであろう。

他方，大域的安定性の对概念である局所的安定性（local s tab ility )に•ついては，それが可付番でな" 
い無限集合の場合に何を意味するかはかならずじも明f i tでないが，孤立均衡点の場合にはそれは各 

個の均衡点ごとに小施囲の漸近安定性が満たされることと考えてよいて，あろう。

漸近凝安定や大域安定の意味で均衡点の串合が安定となる場合には，いうまでもなくそれに属す 

るすべての均衡点が安定となるわけではなく，それらのなかには不安定な均衡点もありうるしす 

ベての均衡点が不安定となることさえ可能である。要するにこれらの安定概念は， リャプーノフ安: 
定や漸近安定の概念のように特定の均衡点の性質にかかわるものではなく，むしろすベての均海点 

の集合ないしは全体系の性質にかかわるものと理解すべきである。

ところで孤立均衡点から成る多数均衡の場合には，各個の均衡点が小範囲の漸近安定の意味で交 

互に安定 . 不安定となる事例がよく知られている。この性質力n 、わぱどの程度に必然的なものやあ,
(13)

るかについては， フランク，ハーンによるつぎのような定理がある。すなわち

もしそれぞれの抓立均衡点がすべて小範囲において漸近安定であり，.しかも体系全体が大 

域的に安定でちるならば，均衡Aねよ一̂意的でなくてはならない。

事実(1)の解の一意性と，初期点に関する連続性とを仮定すれぱ， この命題はつぎのように容易に 

証明できる。帰譲法によるとして，いま均衡点が一意的ではなったと想定し，二つ以上の均衡点. 
を含む閉じた速結集合をC でもらわす。するとC の点から出発ずる運励は,大域安定性の仮定から 

かならずどこかの均衡点に収束しなければならない。そこでそのような均衡点が* € ズ*についてそ 

れぞれ

C ( i c * )  =  {が €  C |  (pit ,

として，C をいくつかのC(a:*)に分けるとすれば，解の一意性の仮定から，C の点はそれぞれ1 個! 
の COv*)に屈して，2 個以上のそれには属さない。 ところが連結集合は，有限個の，互いに素な非空 

閉集合の和となることはできないから， C 0 » * )のうち少なくとも1 個は閉集合であってはならない。. 
つまりそのようなC(£c*)は，みずからに含まれない極限点をもつのでなくてはならない。C 自 

休は閉集合であるから, そのがは C には含まれねぱならず， したがつ て a；**キic*のようなCOc**) 
に含まれるはかはない。さて仮定からが* * は小範の漸近安定を満たすから，その充分小さな近傍 

をとれば， が € iVXa;**)のようなすベ て の については<pU、 が)->0：* * となる。 そして 

が に つ い て は い う ま で も な く  ダ* * であるから，充分大きなZ を’とれば (pit、
e iV (が* * )のようにすることができる。ところが<pれ , « » )のがに関する速続性から， に充分近 

い が を が € C (a ;* )のようにとれぱ， やはり充分大きな t についてはが t, a；6) e N{co* * )とするこ 

とができ, これは結局 (pit, となるととを意味している。 と こ ろ が 他 方 が か ら

注（13) Arr6w and Hahn, op. ciL, p. 280.
一 一 . 7  ( 9 3 ) — —
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' 市場均衡の安定性I
^^らダ*)-^が=キ0 ;**となるはずであるから，これは矛盾である。依って上記の仮定の下で均衡点が複 

数個になることはありえない0 Q .E . D . .
上記の定理の帰結は，仮定のうち「各孤立均衡点が小範0 において安定であるならば」という部 

分を，たん に 「それらがリャプーノフ安定であるならぱJ と綴めても成立つと思われる。というの 

は，各均衡点がリャプーノフ安定であれぱ，それぞれの近傍から出発する運動は決してある一定近 

使からはみ出すことはなく， したがって体系が大域安定であれば，当該の近傍内で収束せざるをえ 

ないからである。換言すれば，大域的安定性を満たす体系で,各個の孤立均衡点がリャプーノフ安 

笼でもる場合には，それらぼまた漸近安定であるほかはないのである。

3 安定問題のとり扱いとしては，周知のようにリャプーノフが二つの方法を区別している。そ 

め う ち 「第一法J と呼ばれるものは，当該の微分方程式の一般解ないしは特殊解が分っているもの 

として，その形に関する知識から安定性を考察しようとする方法であり，これに対して r第二法ン 

あるいは「直接法」と呼ばれる.ものは，そのような解をっいての知識を必要とせず， もっぱらリャ 

プーノフ関数と呼ばれるある特殊な性質をもったa：の関数を見出すことから，問題を解決しようと 

する方法である。安定理論に対するリャプーノフの寄与■の最たるものは，おそらくこの「第二法J 
を閲発した功績にあるといってよいであろう。それは今日においては，たんに常微分方糧式の定性 

分析ばかりでなく，経済学をも含めたさまざまな応分野の励学をデルや制御体系の分析に広く適 

用されるにいたっている。

第二法およびそれが立脚するリャプーノフ関数の構想は，その骨子だけ.を簡単に述べれぱっぎの 

ようでもる。い ま あ る ス カ ラ 関 数 o U あるいは F C c)が z/ないしはその適当な部分集 

合の上で定義され， にっいて連続な第1 次偏導関数をもっとしよう。またこの関数が(a)均海点が= 
に お い て は ニ 0 で，かつ(b)均海点でないすべてのicにおいては F (ダ)> 0 の条件を満たすと 

き， y o u )は正の定符号であるということにしよう。すると，まず均衡点が一意的であるか孤立的 

である場合には，

( I ) ある均衡点の近傍に正定符号のy o c )力';存:在して, それが（C) y(aOさ0 を満たすなら 

ぱ，その均衡点はリャプーノフ安定であり，さらに（n ) そ の T^(aOが （e )ぱかりでなく（d) 
定義域のすべてのが丰が^にっいてy(a；) < 0 をも满たすならば，その均衡点は漸近安定である 

というのが， リャプーノフの基本定理である。つまり上記の性質を満たすFOk) の布花を安定性の 

充分条件として，それを用いて安定性を導き出すのが，第二法のik:本的発想にはかならないのであ 

る。 ，

ふたたび2 次元の場合について例示すれぱ，この思想の理解に便利であろう。いま均衡点 a; *の 

近傍に《ニ め ）の面があると者え， の値を第三の軸に測るとして，第 4 図のような図を描い

' 8 ( 9 4 )  ■~ ■
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市場均衡の安定挫I

てみよう。ここでドが図のようにa;*ニ X , * )において（0；ぃル）乎而にする惋のような形をと 

るとすれば， の値は£U*においてのみゼロで，それ以外では正となるから， F は正の定符号であ 

る。そこでこのの値を任意の定数 k とおいたa ;の軌跡， す な わ ち (ダ,，な2) ニたを満たす0^1,X2)

第 4 図 第 '5 図

の軌跡を（a；i , X t)平面上に投影すれば， それらの等高線は第5 図に描かれたような卵形線群となり， 

それはk の値が小さいものほど内側にくる。

いま疋数S を与えて， に含まれるようにを中心とする円ぶ ( £ )を描けば，関数 F はそのP3 
周_hで浪小値びをもつから，ちょうどたニびとなるような卵形線，C(び）を第6 図のように描くこと 

ができる。明らかにC■(び）は内側からS (£)に 

接するが，決してその外にはみ出ることはな 

い。つぎに同様の要領で， 正 数 5 < 6 を適当 

にS び，円 S 0 ) を，ちょうどそれがC•(び）に 

含まれるように描いてみるとする。 すると 

ぶ(のの内点を初期点とする解軌道につい 

ては当然1 (̂0：。)<>で あ り ， したがゥ て振定 

V ( x ) < 0 か ら V(が）が非増加であるかぎりは，

その運動経路は決してC(び）の),M上に達する 第6•図
ことはなく，ましてや iS (£ )のj巧上に連することもない。，实もしある時点T 〉 t o においてそれが 

S ( e )の周上に連したとすれぱ， び，となるが，他方ダ (0?<0<びであるから，ド[な(ア)]〉1^が。） 
となり，他方仮定からV■レ(ア が ）で る か ら ，これは矛盾である。 依ってぶ(めの内点から 

始まる解軌道は，どんなに，を大きくしてもぶ(《) のなかにとどまりつづ{^,これはリャプーノプ 

安矩が成立つことを意味せざるをえない。

つぎにがキが*についてはポ < 0 で， V ( s i ) がIjv安上がの軌道に沿って減少していくと考えて

9 ( 9 5 ) ——
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市填均衝の安走性I
みよう。仮定からV (aOの極限値S はゼロになるか正になるかのいずれかである‘力，、，後者になると 

とは不可能でもる。事実もし s > 0 になったとすれば，T̂ (a:) ニ S のようなC (s )の内部に， さらに 

, V(x) = s\  s ' < s のようなC(sりがあることになり，依ってそのなかに入る円の半径を2 とすれぱ， 

(C (t)は仮定からぶひ）の内部には入りえない。ところでy (o O はぶ ( e ) と 5：ひ）のあいだで鱼の最大 

値 / ^ をもつ。そこでこれよりさらに大きな負の定数がを選べば，任意の ;T 時点においては

r u ^ d t > r v d t
ゾ<0 ゾ》0

したがって

1^0；。) + / / (ア一《o )> y [a；( r ) ]
となり，ここで右辺はどんなにアを大きくしてもS より小にゆならないが， 他方左辺はアを大き 

くすれば IX，T が資の無限大に近づくことから， 限りなく小さく-なる。これは不合理であるから， 

結局 F の極限値S はゼロにならねぱならず，これは解曲線がダ* に収束すること， すなわち' £K* が 

漸近安定を満たすことと等義である。

以上の証明は便宜上？iニ2 の事例についてなされている力；，一般の場合にも円の代りに超球を考 

えれぱ，議論の本筋には何の変りもないであろう。またこれらの証明は小範四の安定について述ぺ 

られている力;，同様な議論が大施囲の安定について準用されることも明らかであろう。というのは， 

丄に含まれるすべての点について正定符号のF (a O が存在して，それが(C)ならびに(cl)を満たすとす 

れぱ，均衡は- - 意的で，それについて大範囲の漸近安定が成立たねばならないからである。 .

他方，均衡点が非孤立的で無限集合をなす場合についても，やはり（I ) ( n )に準じてそれぞれ凝 

安定および漸近凝安定が成立つことになるであろう。 事実，解の有界1? ^^一意性と初期条件にす 

る遮統性の仮ぜの下では， V { x ) が極限S に収束する場合， どんながの極限点から出発する解曲線 

についても，すべての i について F(aOョS となることを示すことができる。 すなわちいま極限点 

«；。から出発する極限の経路を ^̂>。け）と記せぱ，

ニ パ t, =  a:°)] =  lim 4- tv,が）

となり， したがってF の a；に関する速統性から，すべての i について

a ：o ) ] : l i m i a ^ p ( i 4 ，k ,  3 ；° ) ] ニ 5

となる。

総じてこの手法において枢要な役割を演ずるリャプーノフ関数としては， 動点がから均衡点ぐ 

への何らかの意味での蹈離を用いるのが使利でちる。 ここである点05から他の点V への距離とい 

うのは，非負の実関数Z)(もめてホって ,
( び） D(x, a / ) ニ0 ^ ZZZ ポ
(/3) D{x, a/)ニ / x)

( r )  ZXiC,ダ' ) +  / X a / ,が' ' )k -iX av » " )  ,
— ~■10 ( 9 6 )  *•'—"*
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市場均衡の安定性1
であるようなものを意味している。そのような要件を満たす関数としてはいくつかのものが考えら 

れ，たとえぱ

( i ) ユ ン ク リ ッ ド の 跑 離

Dix, icO =  [ 2 ( a；.- ic /)^ ]*
( i i ) 一"般化されたユークリッドの距離

D(,x, fl?0 — [ 2  2  w,-,(o?i ~x/) {Xj— x/)f

(iii) 絶対値ノルムの距離

. Disjc, a/) =  i ] / i ,  k  - a ^ 'l
(iv) 最大値ノルムの距離

D{x, a /)  ニmザ  Ci la;,-—a?/|
のごときがそれらである。U)〜(IV)がすべて上記の条件を満たすことは自明であろう。

ところでこれらをo ; ( i )のリャプーノフ関数として適用する場合には，上記の定義からその正定 

符号性が満たされることも!^明であるから, 畢 竟 a;キお* のヶについてZ ) ^ 0 ちるいはカ< 0 とな 

ることのみが示されれぱよいわけである。 しかもn )〜(iv) がみな等しいトポロジーを定義すること 

を考えれぱ，そのいずれか少なくとも一つについてそのことが示されれぱ事足りるのである。

4 本節では均衡点が孤立的な局所安定性についてさらに考察を加えておく。そのE1的のため 

に均衡点 a：* を原点 0 に移しあらためで変数‘てが均衡点からめ乖離をあらわすと解することにし 

よう。このような寒換はつねに可能なところであり，それによって体系の運動が本質的に変化する 

ことはありえないから，われわれはすでに原微分方程式》=/■(»；) において，その変換がなされズい 

ると考えてよいでもろう。

ここで開数 / ( a ; ) が原点の近傍で正則な解析関数の性質を満たしており， 絶対かつ一様に収束す 

るがの無限巾級数に展開できると仮定すれば，ホニ/ (3J) は

( 9 ) .i^=A jc+gf(a;)
のような形に書けることになり，. 右辺のは原点において評価された d f ld X j  S m  c i i jから成る正 

方行列，がダ）は a：の 2 次以上の巾級数である。 •
以下しぱらく右辺のダ）の部分は無視することにして，線型の微分力'程 式 体 系 ，

(10) わ  Aa；
を考察の対象にし，00)に関するリャプーノフ関数F(a; )として

(11) y(aO ニ' 7a;, F ニF '
という2 次形式を者免てみよう。 が(10》の解であるという仮定の下で，

(12) y (が)ニ W^Ok) ニ aJ'VTai

■----------------------1 1 ( 9 7  ) -----------------------------

ま ず を 計 算 す れ ぱ

か .-,



市場均衡の安走性I
のごとくであって，F (ボ) が 2 次 形 式 な ら (ダ）もまた2 次形式となり，その係数行列は

(13) A 'F + T ^ tI  ニ W
の形をとる。（13)は，1ゲを所与の行列とすれば, F を未知行列とする行列方程式をあらわし，もしA 
の特性根 k i がすぺて非ゼロで， しかも相反する符号をもたなければ, r i ( rH - l) /2個 の 元 素 を 一  

意的に決定する。

目下の譲論にとってとりわけ重要なのは， リャプーノフに負うつぎの定理である。すなわち，さ 

らにの特性很ふ . がすぺて負の突数部分をもつとすれぱ， どんな負定符号の2 次形式 T7(a:)に対 

しても，かならず(13)から正定符号の2 次形式 F C » )がー意的に定まり， rt'が(10)の解であることを前 

提として，1 (̂0；) は(ゆ の 関 係 で と 結 ば れ る ，というのがそれである。事実もしもるがキ0 に 

つ い て y ■(が)〉0 とはならなかった，すなわちVXが) ^ 0 となったとすれぱ，，W (a O < 0でもる以上, 
(1めからy (o ；) < o となる力、ら t〉 o については y(a：) < o となり， t が大となるにつれて f o k ) の値 

はますます減っていかなくてはならない。 ところが•Aの特性根の実数部がみな負であればニ  Ac 
の解は0 に収束し，それとともにT^Oc)の値もまた0 に収束するから，これは矛盾である。依って

A の特性根の実部がすべて負でありさえすれば， y(a;)〉0, V ( x ) < 0 が同時に満たされることにな
(14)

り， の均衡点は局所的に安定となる。 、

これだけのことを前提として，ふたたびもとの微分方殺式体系(9)に戾ることにしよう。前のバラ 

グラフで考祭した(10》の リ ャ プーノフ関数をF 。(が）と 記 し （9)のリ ャ プ ー ノ フ 関数としてはあ らため 

て VXct;)ニ を 試 し て み る と す れ ば ， ここで(9)の均衡人ミの安定性をいうためには， V%x) 
は，VXa;)が (ガ〉と同符号となるように，また(9)の解を代入したときのケ【リ(a?)力；， （10)の解を代. 
入 し た と き の と 同 符 号 と な る よ う に ，選ばれねばならない。 し か し が 原 点 の 近 傍 で  

2 次の項から始まる巾級数の形で賤開される場合には，端的に y:(oO ニ 0 となるようにF H aOを選

ぶことが許されるであろう。その場合には

3 F。
( H )  V <9) (a；) ニ  F 【io, ® («) +  2  ~ ^ ^ 9 i  ニ  H -

となって, 右辺の第二項は3 次以上の項から成る巾級数となる。 したがって宠分にゼロに近い05キ0 
について者えるかぎり， の符号は すなわちT^(aOの符号によって# せられ,後者

が資であれば前者もまた魚とならざるをえない。依って充分小さな丰 0 に'0 いては，F(ft：)〉0 な 

らびにV i x X O 力';成 立 し （9 )の均衡点の局所的安定性が成立つことになる。非線型体系め局!所的

安定にとって，線型体系の安定が，特典な場仓を除けぱ充分榮件となるというのは，このような意
(15)

味においてである。

注( 1 4 ) この定理については F. R. Gantmachor, Tim Tkm -y of Matrices, V o l . I I , 1959, p p . 187〜188 の参照がイふでも

る。 ■ メ

( 1 5 ) 上記の議論については，W. Hahn, Tkeory and Application of Liapunov’s Direct Method, pp. 33〜34, La Salle and 
Lefschetz, StabilUy by Ida'punovi'a Direct Method, pp, 47〜 48 など参脈

1 2 (9 8 )

族'
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市場均衡の安定性I
ところで上記の.ように，亦線型体系の小範囲の安定条件が線壁体系の安定条件に依存し，後者が- 

その特性方程式の根の性質に よって確定され うるとすれば， 最後にそれらの根の性質を当該の特性 

多項式の係数から判別しうる規準を確立しておくのが便利であろう。事宾 (13)の W としては, i\(7> 
定符号性を満たすどんな行列を用いてもよいめであるから， いま 一/ をもってそれとみなせば， 

(!3)をつうじてF の元素をA の元素によってあらわすことができ，それをV■の正定符号の条件

" n > 0 ,
Vii Viz---V\„

Vn V12
> 0, ..‘， Vz\ Vzz'-'Vzn

V21 V22
^n\ ^nZ * * '^nn

> 0

に代入して，A の元素の表示でその特性很の !̂ ど îけ';資であるための条件をあらわす道が開かれる。

しかしそのような条件は，今日ラウス= フルヴィッッの検定行列式として知られているものによ 

って，はるかに簡単にあらわされよう。いま(10)の特性方程式 JDGOニIA—メ/ | ニ0 から得られる特性

多項式を

6o^" +  ' +  62/?" 2 +  ~ h b n ~ 0
ここで

boニ I ' '
ろ1 ニ（一 l)(Ctn+«22 + ……+«««〉

J d \ \  ( t \ 2 C l \ \  C l \ 3 —  I > rt — 1 じH  一 1 > n
い ( 一 1 ) 1 + + …… +

： \ ( l 2 \ CE-2 2 C ^ 3 1 ひ3 3 ^ n y  n  — 1 Q ^ n n

ニ  ( 一 i m i

とすれば， の特性根のすべてが負の突部をもつための必要かつ充分条件は

(15) 1ろ》|> 0 , ろ， ろ3
ろ0 62

b. ゐ3 65

> 0 , bo 6z b.
0 61 63

> 0,

ろ， 6 3 6 5  ............... • . . … . 0

b o 6 2 6 4  … . . ......... 0

0 6 . & 3  ............... ...................... 0

0 b o ら …，. . . - … . 0

> 0

のようである。換言■すれば， A 行列の元素が(ほ)の条件を満足するときに，（9)の均衡☆は小範囲の安 

性を満たすと判定しうるのである。 .................

5 以上の予備考数ののちに， ここで本題の競争市場の安定分析に立入ることにしよう。繰返す 

までもなく，競♦的なf き給調節のメカニズムは，当該の財市場に超過需要がある場合にはその財の 

filli格が111贵し，逆に超過供給（炎の超過雷要）がある場合にはその価格が下落するという仕組みを中 

軸とすると春えられている。いまこの法則を前述の数学原理iに適合する形で微分方® 式体系で'記逾

—— 13(卯 ）-—



' 市場均衡の安定性I
するとすれぱ，それは端的に ■

(16) jh ニF i [ E i ( p i ,  p2, p„)]ニぜ*'(?)，，P2, .......... , 7 > „ ) (シ 1 , 2 , ........ , ")
めように定式化されよう。 こ こ で p‘, E i はいうまでもなく第イ財の価格と超過需要関数をあらわ 

しており，ま た F*'CE*f)はいわゆる sign-preservingな調節関数をあらわしている。 すなわち後者 

にっいては sg n F K E d ニ s g i i E i でもって， 取が正となるか食となるかゼロとなるかに応じて， 

F ' W i ) も同様にそれぞれ正，負 ，ゼロの符号をとると仮定されるのである。

脱にっいては述べるべき点が数多いが，まず超過需要関数ぜ>•(り1 ,V 2 ,… ...，p j  (《ニ1 , 2 , ….‘.，n) 
あるいはだ ( P )にっいては，以下っぎのような仮定を設けることにしよう。

(C) r を U, 2 , ……，" } の所与の部分务合とするとき，Ei^め は户.={^)| p > 0 , 2)^>0 for i  e /+} 
を共通の定義城として定義され，その上において一価連続である。またをのすベての境界点ならび 

にそれに収束するすべての点列{ダ} に対して 

lim  S  だ,-(?)つ= 0 0
( 16)

が満たされる。

E{f)は下から有界。すなわちすべてのp e p に つ い て E J M ^ b となるようなZ C >0があ

E ( V ) は p e  P について0 次同次。すなわちすべてのp e p ,  > { > 0について .
E iv )^ E { X v )

<vv^ワルラス法則が成立する。すなわちすべてのp £  ? について 

v E i f p ) - Q
仮定(C)の前半部は，財ひ，2, ，n ) を / + に含まれるものとそうでないものに分けた場合，前

者については从ニG と な る と カ ;定義されないことを意味している。 もちろん特殊な事:例と

しては/+ニ 0 や ニ  U, 2, ........ , n ) の場合が含まれてもよく，前者であれぱすべてのE M が

^ ^ > 0 の全域にわたって定義され， 後者であればそれらはり> 0 についてのみ定義される。とくに 

一般的に(C)のように仮定する理ぬは，从'ニ0 のときに，財によってはEiiji) が無限大になる可能性

注(16) PC：R \ はでの開集合びニ  {p b f> 0  for i  e _ P }に つ 、てP ニび门/2% 
と考えられるから， R \ に対して相対的にいている。 い ま / ニ{ 1 , 2), 
/♦ =  { " の?If例できえれぱ， P は の 右 半 乎 旧 -び= {p |p ,〉0} と非負象 

阪との共通部分であり , 横軸は念むが，縱軸と原Aねよ含まない。 し 

たがゥて雄7 図のをのような点はその近傍 N ( p ) と， との兆通部分 

M け）がすぺてP に含まれるところからP の内点となるが，ぜ のような 

/̂■(は M (p O の一部がP に含まれな ' ところから境界点となる，(C) の检 

界条件 linvXJ取<が:)ニ0 0 力’、適用されるのは,，いうまでもなくこの意味で 

の境界点に対してのみである。

なお上の識論が閲速する相対位和の脱念については， E. Hewitt and 
K. Stromberg, Heal and Abstract Analysis, 1969, pp. 60〜61, 入江昭ニ 

pp. 68~7o など# 照， ,

— 14 a りめ— ‘
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市場均衡の安定性I
も有限値をとる可能性も排除しえないからである。かつてマッケンジ一はや fニ0 の やに収束するす

(17)
ベての {が1 に对して l i m ぜi(ダ) 二のとなると仮定した力 ’S ここではそのような仮定もまた採択しな

い。というのは,'すべての{ダ } - に つ い て ニ  0 0 となる場合にまで連統性の定義を掀張

するとしても，なお2 組 の {が1, {ダ' } 力の-^方についてはlim五\(が)ニ 0 0 となる力';,他方につV、
け 8)

て は lim  £?,•(が0 < o o となるケースがしぱしぱ起こりうるからである。そ こ で /  ニけI )̂,-ニ0 } とする 

とき， どんな {が1 -^ ：! 9 に対しても少なくとも一 つ の iらJ に つ い て ニ  T O となれぱよいと 

いうのが， こV での仮定の後半部の趣旨である。なお(B)と械とを仮定するかぎり， ■£*,.(2))力';無限大 

となりうるのは，V i がゼロとなる場合のみであることもいうまでもないであろう。

併 せ て (り) の一*価性をも仮定するのは，当然(1S)による定式化を有意味ならしめるのが狙いで 

り， これは個々の主体の選好や生産可能集合の強凸性から導かれると考えれぱ足りるであろう。

(B)の仮定は財の初期保有量や 1 期ちたりの生ま量の有限性を考えれぱ自然な仮定であり，また(H) 
とについてはよく知られているから述べるまでもないでもろう。

F ‘ については , これを jB■，•(り）の上で一価連続と仮定するから， f f ' ( P ) もまた户の上で:一価連続 

と考えられよ 'う。

ところで(H)の仮定から， V の絶対水準はいかようにも考えられるから，われわれはそれを体系外 

の計算単位で表示することもできるし， また体系内の一財を価値尺度財（num6m ire) として表ポす 

ることもできる。後者の途を選ぶ場合は，’たとえばルニ：P ,# n , 7 ) n > 0 のようにすることによって， 

(16)の代りに

.‘，QVi)]ニん’(ヴ1, <12、... , .び= 1, 2, ... , «—  1)(17) <̂1-ニ/ ‘レi ( g i , ^2, 
が得られ， ここで

(18) qu  

であること，r が

……， ニ ぜ を ’ ...…， 1) "ニ 1，2, ……，" - 1)
と同様 sign-pix3s e r v in gな 関 数 で る こ と ，はいうまでもない。以下ではア

注（17) L. McKenzie, "On Equilibrium in Graham's Model of World Trade and Other Competitive Systems**. Econ<h 
metrica, April, 1954, esp. p p .156 ft.

(18) H. Nikaido, Convex Structures and Economic Theory, 1968, pp. 323〜324. K. J. Arrow and F* H. Hahn. General 
Competitive Analj/sis, 1971, pp. 29〜 30 参Mo 
いま後者にしたがい，財が3 種 顏 で 効 用 関 数 が »3)ニ: +  を，財ほ有最がf e ，あ!, ;̂ 3)ニ(0, 0. I),価格 

P,, P，力，>IEで0 に近づき. 7hが恒等的に1 にひとし'/、3|f例を考えれば，予算の制約下での効川最大化条件から，3 財の 

超過號3?関数はそれぞれ

となる。i ここでタニ(0. 0 , 1 ) に 収 あ す る と し て .， まず {が} ニ{1か，1/レ7* 1 } を逃ぺぱ， (Pi* )̂VP2"は 1 となり， 

したがってめ(が〉もまた1 に近づ < が，他 方 {が] ニ{1ケ. 1 /V .1 } とすれば，(P、レマ/P ' は 0 に 近 づ き , は 無 限  

大に向う。依ゥてPニをではa：i ( p )は翁できないことになる。しかし超過の和め (P )+め(り)+ も(P )はどんな{が'} 
- > j )につ、、ても無限大に向うことがを?月，に知られる，

15(101)
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市場均衡の安定性I •
ひ9)

ロー r iプロックニハーヴイッチに做って，（16)を 「規準化されない体系J ( I ) , (17》を 「規準化された 

体系」（n ) と呼んで区別することにし，前者の解を # け，が）で，後者の解をがけ，デ）であらわす 

ことにしよう。すると，いまもし想準化されない体系で規準化された価格の運動をあらわすとすれ 

ぱ，

(19》 な‘='嫌 " I Iニ 州 ，g。’

のようであり，逆に規準化された体系で規準化されない価格の動きをちらわすとすれば，（1力から

( 1 ；) = ん,ほ ，き . … . .， サ ) - 1)
7>» = 0

のようである。（20)の解をがけ，が）と記せば, それは一般に(K)の 解 が が ）とは相異なり，また同 

様に(n)の解が ( £ ,ゲ）も(;9)の 解 V * )とは相異なる。 すなわち規準化されない価格の運動なら 

びに規準化された価格の運動は，ともに（i ) ( n ) のいずれによっても述べうるのであるが，それら 

はかならずしも合致しないのである。

(16), (n)はしぱしぱより特殊な形態で，それぞれ

(21)jhニKi.EUpu V2, ....... , Pn) ( i = l , 2, ....... n)
ぉ ょ び ’ ，

(22) =  k i ’ 8 i ( Q l i  (?2,  I Q n - l )  C iニ  1 , 2 ,  ............. , 71 — 1)

のように書きあらわされる。ここで /f;, /シはともに正の定数で，ランゲによゥ: t  r価格の# 縮度J 
と考えられ，メッツラーによって「調魅速度J ' と呼ぱれた大きさである。すなわちいま財の量の単 

位が不変のままで，K i , もがバラメトリックに増減したとすれぱ，それは第《財の価格がより仲縮 

的になったりより硬直的になったりしたこと，あるいはその調整速鹿がより速くなったりより遅く 

なったりしたことを意味している。他方われわれは，また財の単位を適当に変更することによって,
(21), (22)を'一般性を失うことなく

(23) j ) i  ニ:E i l P i，P2,  ............, V n) (ズニ 1 , 2 , ........... , " )

ぉょび

( 2 4 ) か ニ 《,.(<?，，<12,  , Q n - l )  " ニ  1 , 2 , ........... , " 一  1 )
. (20) ■

のようt M くこともできる。力’、，後者の措置はあくまでも人為的な措置でり，与件としての真の

調盤速庇が変化したわけではないから，これを前者と混同することは許されない。

注（19) K. J, Arrow, H .D. Block and L. Hurwicz, "On the Stability of the Compotitive Equilibrium IV \ Econometrica, 
January 1959, pp. 85〜86.

(20) ^̂綱ニ •̂裕 が fl^摘したょうに， これはITHWのi)t位 を ほ あ る い は 信 す る こ と を 意 张 し て い る ， Cf. M.  
Fukuoka and D. Kamiya, "The Stability Conditions and the Speeds of Adjustments： A Critical Note", f季TIlEB 

1964 ザ 2 ルを ，

—— I W 0 2 ) —



Tif場均衡の安定性j

つぎに価格 2), q の非負性を考慮に容れれぱ，（IS)は本来 i ■
iHKv) for り,.〉。or HKp)'>0 

(◎ 力‘ニ l o  otherwise
の形に書き改められねぱならず， また(r?)もこれに準じて書き改められねぱならない。 すなわちル

が下落してゼロ水準に達するととがあれば， / /» '(? ? )< 0であっても， もはや P i はそ^れ以下には下り

えないのである。m し続稿で考■察する組代替財の事例においては， V の運動を実際上すベての時間

をつうじて正領域で考えることができるから，そのような場合には (25)の下来部は無視することが許

されよう。伽においては一般に， リプシッッ条件が満たされないことに注意すべきである。

経済理 i i の見地から重要なのは，（!6)や (1?>が前提していると考えられる制度上の機構である。まず

それらはいわゆる「摸索」（"t^onnonienf/’）の過糧をあらわすと解せられ， こ こ で 「模索 J というの

は，各主体問の収引が全市場での都給の均衡を俟ってはじめて実行に移されること，それが成立す
(22)

るまではたんに意思表示されるにとどまること，を意味している。つまりこれらのモデルでは，不 

均銜下での取引はいっさい無視されているのである。 こうした工夫が案ぜられる所以は，そう仮定 

しなければ，取引が行なわれるたびごとに各主体の財保有量が変化し，それが超過需要関数をシプ 

トさせることから，究極のせJ海の所在が事前に確認できなくなるからである。たしかにより一般がJ 
な見地からすれば，不均衡下でも取引が行なわれうるよう1な調整過程が研究されるべきであり，わ 

れわれもまた後にそのような非模索過程の近時の研究をとりあげる機会をもつであろう。 しかしそ 

の場合には，上述めように均衡点の所在そのものが , 実行される取引の経路に依存することになり， 

慣例的な手法で均衡の存在と安定とを分離してとり扱えなくなる点に留意しておく必耍がある。

収引の実行は， またたんに財保有量の変動をつうじてぱかりでなく，各人の当初の意向がその取 

引においてどの程度に満たされたかの経験をつうじても，つぎの意思決定に影響を及ぽすと考えら
(23)

れよう。学習ないしは情報入手という見地からすれば，模索の事例に斧いてさえ，各主体の需給の 

意思表示が相互に通告されあう場合には，充分な回数での模索の繰返しが各人をしてュコノ  メトリ 

ッシャンたらしめ，超過需耍関数を推定させる結果を生むかもしない。かつてピグウは，経驗の累

注( 2 1 ) 仙i格の非; 性を勘酌した定式化としては，はかにも .
P‘ニ nrnxL&'i(2)), 0]

あるいは

のような型のものがある。前ポは Nikaido. "Stability of Equilibrium by the Brown-von Neumanil* Differential 
Equation**, Econometrica, October 1959 において，後者は H. Nikaido and H. Uxawa, "Stability and Non-negativity 
in a Walrasian Tatonnement Process**, hiterm U oM l Economic Review, January 1960 において考察されたモデル 

であ> る。
( 2 2 ) 但しこの解釈がかならずしも摸索理論の例始ニをの真意に忠突でないことにり̂ 、ては第1節の脚注（2 ) m i
( 2 3 ) とこで念頭(■こおかれているのは,:たとえぱクラ*>ア"のいわゆる"Dual Decision H ypothesis"のような考え力■であ 

る《 Cf* R‘ Glower, "The Keynesian Counterrevolution ： A Theoretical Appraisal*  ̂ in P. H. Hahn and P* R  R, 
Brechllng ed.. The Theory of Interest Rates, 1^5.
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市場均衡の安定性

積にもとづく知見の増大が次第に価格の変勘幅を小さくしていくという趣旨のことを述べたことが 

ある力;，上記の定式化がそうした「学習効果J をいっさい捨象している点にも注意が払われるべき 

であろう。

最後に侧，（1?)は，非人格的な市場の力，あるいは市場機構の化身たる架空の競売人の行動をあら 

わすと考えられている。が実のところ，市場で実際に行動しているのはそれぞれの売手，買手のみ 

であり，それ以外の経済主体はいないのであるから，（1S), (I?)がー体誰の行動をあらわしているめか,
プマンスが指摘しているような疑問またその意思決定の動機が何なのかについては，たしかにク

(24)
が生ずる。この論点については，かつてアロー力';,需給の均衡点に達するまでは各取引者たちが何

らかの独占者的価格影響力をもっと仮定すぺきであり，競争は均衡点においてはじめて支配すると
(25)

考えるべきであると主張したことがある力' ; , このアローの提案をどう具体的に定式化するかは，ま

だ未解決の問題である。

(経済学部教授）

注(24) T‘ C, Koopmans, Thfee Essays m  the State o / Ecommic Science, 1957, p , 179*
(25) K, J, Arrow, "Towards a Theory of Price AdjuBtment^', in Abramovitz and others, The Allocation of Economic 

liescnirceai Eesay$ in  Honor of Bernard Francis Haley, 1959.
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